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研究成果の概要（和文）：本研究は、18～22歳の大学生165名を対象として食環境と個人的要因が食物摂取状況
（野菜・果物に着目）にどのような影響を与えているかを明らかにすることを目的とした。本研究では、近隣の
食環境は野菜・果物摂取量と有意な関連が認められず、食費のゆとりといった経済状況や、食事づくりの頻度や
健康への配慮などの個人的要因に有意な関連が認められた。その他の項目に有意な関連は認められなかった。今
後、対象者数を増やして、さらに検討していく予定である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the effect of food environment and 
individual factors on food intake (focus on vegetables and fruits). The participants were 165 women 
Japanese dietetic students 18 to 22 years. Neighborhood food environment was defined as the number 
of food store within a 500m radius of residence. Subjective food environment (5 items) and 
individual factors (9 items) were evaluated using self-administered questionnaire. Dietary intake 
was assessed using self-recorded food frequency questionnaire. In the results, no association was 
seen between neighborhood food environment and food intake (vegetables and fruits). Food costs, 
cooking frequencies, and health considerations were significantly related to food intake (vegetables
 and fruits). Further studies are needed to clarify in causal relationship. 

研究分野：公衆栄養学
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１．研究開始当初の背景 

野菜・果物の摂取量の増加は、体重調節へ

の役割、循環器疾患、2 型糖尿病に対して予

防的に働くことが明らかにされている。この

ため、健康日本 21（第二次）では、野菜・果

物摂取に関する目標値を掲げている。しかし、

健康日本 21 の最終評価では、野菜と果物の

摂取量は「変わらない」または「悪化してい

る」と評価されており、引き続き食環境の整

備を推進していく必要がある。いくつかの先

行研究は、居住地の近隣環境が野菜・果物の

摂取量と関連することを報告している。さら

に、食環境の認知やよく利用する店舗、調理

頻度などの個人的要因もまた野菜・果物の摂

取量に関係する可能性が示唆されているが、

日本人における報告は非常に限られている

ため、さらに検討する必要がある。 

２．研究の目的 

本研究は、18〜22歳の大学生を対象として

食環境と個人的要因が食物摂取状況（野菜・

果物に着目）にどのような影響を与えている

かを明らかにすることを目的とした。 

３．研究の方法 

対象者ならびに手順 

 熊本市内在住の18〜22歳の大学生168名の

うち、女性 165名を対象として平成 27年 10

月に実施した。対象者の 98%は管理栄養士・

栄養士養成課程の学科に在籍している学生

で、回収率は 100%であった。研究実施に際

しては、熊本県立大学倫理委員会に承認を得

た上で研究を開始した。 

 

個人的要因に関する項目 

 食事の満足度、共食頻度、朝食摂取状況、

食事づくりの頻度、よく利用する店舗、栄養

に関する会話、健康への配慮、栄養成分表示

の活用、調理担当者の 9項目を個人的要因と

定義して自記式質問票を用いて評価した。 

 

食環境（主観的） 

 店舗までの移動手段、店舗までの移動時間、

食費のゆとり、世帯状況、買い物のしやすさ

の 5項目を主観的な食環境の要因として定義

して自記式質問票を用いて評価した。 

 

食環境（客観的：近隣の食環境） 

 熊本市内にある食料品店（米店、パン店、

デパート、ディスカウント店、惣菜店、鮮魚

店、青果物店、スーパーマーケット、食料品

店、食肉店、コンビニエンスストア、くだも

の店）を株式会社 NTT によるタウンページ

データベースを用いて 1,035件抽出し経度・

緯度情報を得た。対象者の経度・緯度情報は

対象者の住所を用いて座標付けを行った後、

それぞれアドレスマッチングを行った。対象

者の住所から 500m以内にある食料品の店舗

数を近隣の食環境と定義して評価した。地理

情報システムの解析は ArcGIS（ESRIジャパ

ン、ArcGIS for Desktop ver. 10.2.2）を用い

て評価した。 

 

食物摂取状況 

 食物摂取状況は、食物摂取頻度調査 FFQg 

（エクセル栄養君 Ver.5、建帛社）の調査票

を使用し、調査実施日から過去 1~2ヶ月程度

の期間の食生活を評価した。食物摂取状況は

緑黄色野菜、その他の野菜、果物の摂取量を

合わせて評価した。解析は 1,000 kcalあたり

に調整した。 

 

解析方法 

 統計解析には IBM SPSS Statistic 22を用

いた。食環境、個人的要因、食物摂取状況（野

菜・果物）との関連は、一元配置の分散分析

と傾向性の検定にて評価した。統計学的有意

水準は 5%未満とした。 

  
 
４．研究成果 



個人的要因に関する項目の検討において、

食事づくりの頻度と健康への配慮は野菜・果

物摂取量との間に有意な関連が認められた

（p<0.05）。共食頻度と栄養成分表示の活用

は有意な傾向であった（p<0.1）。食事の満足

度、朝食摂取頻度、よく利用する店舗は有意

な関連が認められなかった。食環境（主観的）

の要因について、食費のゆとりは野菜・果物

摂取量との間に有意な関連が認められた

（p<0.05）。買い物のしやすさは有意な傾向

であった（p<0.1）。店舗までの移動手段、世

帯状況、店舗までの移動時間は有意な関連が

認められなかった。食環境（客観的：近隣の

食環境）と野菜・果物摂取量との関連につい

て、それぞれの食料品店舗数と合計店舗数と

もに有意な関連は認められなかった。 

本研究では、客観的な食環境は野菜・果物

摂取量と有意な関連が認められず、食費のゆ

とりといった経済状況や、食事づくりの頻度

や健康への配慮などの個人的要因に有意な

関連が認められた。この結果は近隣の食環境

よりも経済状況や個人的要因が野菜・果物摂

取量と関連している可能性を示唆するが、本

研究はそれぞれの関連を検討したのみであ

り、因果関係を明らかにすることができなか

った。今後、さらに対象者数を増やしてマル

チレベル分析を用いて個人的要因と環境要

因を考慮した分析を行い、野菜と果物の摂取

の制限因子を明らかにする必要がある。 
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